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興味や関

心を高め
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互いの考

えを比べ

る子 

 

先哲の考え

を手がかり

とする子 

思考して

問い続け

る子 

 

自分の思い

や考えと結

びつける子 

 

 自分と結

びつける

子 

 

 思考を表

現に置き

換える子 

 

 知識・技

能を活用

する子 

振り返っ

て次へつ

なげる子 

粘り強く

取り組む

子 

 協働して

課題を解

決する子 

 多様な手

段で説明

する子 

 新たなも

のを創り

あげる子 

自分の考

えを形成

する子 

愛情をもっ

て学級経営

をする 

 

子どもの 

よい点や 

進歩を把握

する 

   単元や題材の

まとまりで 

具現したい姿

を考える 

教科等横

断的な視

点をもつ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ＰＤＣＡサ

イクルを位

置づける 

いつも 

笑顔！ 

「学びの

ゆくえ」

を読む 

個に応じた

指導の充実

を図る 

   
全職員で

取り組む 
 

学校外の 

人やものと 

つながる 

学習指導要

領の内容を

確認する 

単元でつけ

る力を明確

にする 

 子どもの

興味・関心

をつかむ 

 素地や既

習を把握

する 

 単元や題材
のまとまり
で展開を構
想する 

考えたく

なる問い 

 

 地域や身近

な素材の発

掘をする 

 

 用いてきた

見方・考え

方を考える 

 

 問題解決的

な学習過程

を構想する 

資料や教

材の作成

する 

 

素材のもつ

価値や面白

さを考える 

どんな配

慮が必要

か考える 

つまずき 

を予想す

る 

 

振り返る

場面を設

定する 

 

必要感の
あるグル
ープ活動
を仕組む 
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「一帯一学」へ 

共に歩まん 

資質・能力の育成に向けた授業づくりのため，ボクは，目標達成表(ﾏﾝﾀﾞﾗﾁｬｰﾄ)を描きはじめたよ！ 

「資質・能力の育成に向けた授業」を具現するための要素はいろいろあるね。 

さあ，どこから力をいれていこうかな！（→2 ページへ） 
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ム・マネジ

メント 

子ども 

理解 

指導 

研究 

素材 

研究 

深い 

学び 

主体的 

な学び 

カリキュラ

ム・マネジ

メント 

 

教師の 

 

姿勢 

対話的 

な学び 

※あくまで一例です。あなたなら「資質・能力の育成に向けた授業」の具現に向けてどんな要素を 

いれますか。付録②の「資質・能力の育成に向けた授業づくりのための目標達成表」を使って考えてみてください。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「資質・能力を育成する授業にしたいけれど・・・どこから力をいれていこうかな？」 

日々の実践を見直すと、きっと悩みはありますよね。その悩みから自分の授業改善に必要な要素を考えてみま

しょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 このように、自分の授業改善の方向が見えてきませんか？また、「“友との関係性をつかむ”をもっと考えて、

グループ学習のグルーピングを考えてみよう」などといった新たな方策が見えてくるかもしれません。以下に悩

みをいくつか挙げてみました。「この悩み、わかるなあ」という要素からご自分の授業実践をふり返り、授業改善

のヒントをつかんでみてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どもの興

味・関心を

つかむ 

友との関

係性をつ

かむ 

素地や既

習を把握

する 

  用いてきた

見方・考え方

を考える 

どんな配

慮が必要

か考える 

つまずき 

を予想す

る 

 

カリキュラ

ム・マネジ

メント 

 

「一帯一学」への扉 

授業準備はしているし丁寧に説明

もしている。でも、子どもが意欲的

に追究しているとは言えない・・・ 

 

この先生は、学習内容の定着を大切にされています

が、子どもの関心はどこにあるのでしょうか。 

この悩みから授業改善にあたって、 

☜ という要素から考えてみると・・・ 

子どもたちは喜んで活動している

と思うけど、それだけでいいのか

な。 

子どもの声を大切にしているつ

もりだけれど、一部の子だけが

中心の授業になるのよね。 

指示したことはちゃんとやるん

だけれど、自分から取り組もう

とする姿が少ないなあ。 

グループ学習を位置づけても

発表会になってしまって、時間

があまってしまうことが多いの。 

“深い学び”という言葉を最近

よく聞くけれど、子どものどん

な姿のことなのかなあ。 

そもそも“カリキュラム・マネジメ

ント”って、どういうことをやるんだ

ろう。 

子どもたちと楽しい授業を創りたいけど、

結局やらせる学習になってしまうのよね。 

子どもを主語とした授業にしようと取り組ん

でいくことで、授業改善の方向も見えてくるよ。 

資質・能力の育成に向けた授業づくりに必要

な方向や方策を考えてみると、きっと明日の授

業が楽しみになってくるよ！ 

＊これらが全てではありません。日々の授業改善のポイントとして１ページと合わせてご活用ください。 
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実践中 

 課題 

・改善の具体

を書き込む 

 

連 載 

１P の表へ 

 【例】 
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午後の研修会の初めに山口真一課長から，初任者に向

けて歓迎の言葉がありました。そして，『一帯一学』につ

いてのお話を聞きました。     

    グループ協議では２週間を振り返り，自分と同じよう

に頑張っている仲間の思いを感じて，明日からの学級づ

くりや授業づくりへの意欲を高めていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

・『一帯一学』についてのお話から，一帯となって学んでいく

一帯でチームであるという意識を強くもちました。 

・同じ悩みや気持ちをもっているんだということを共有でき

たことで，安心感がもてました。 

・明日から改めて，子どものよさを認め，ほめる言葉がけを

たくさんしていきたいと思いました。  （初任者の声） 

 

「初任者の先生方，共にがんばりましょう！」 

皆さんが来るのを待っていました！ 

中信初任研 

レポート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

木 曽 

ゾーン 
 

中信ゾーン探訪 

５／11 木曽郡学校長会主催 第 1回木曽郡研究主任会 

この会で木曽の先生方とつながり， 

子どもたちのために尽くす 

“一人教科会が多く，教材研究の相談ができない”，“教

職員数が少なく校内外の役割を数多く担わなくてはなら

ない”等，木曽地区の先生方の悩みは，今後児童生徒数

が減少していった時に，どの地区も向き合わなくてはな

らないことなのかもしれません。 

今まさに，木曽の先生方は，学校を越えて「つながる」

ことで，大きなうねりを生み出そうとしています。 

すべては子どもたちのために! 

 

“木曽ならではの悩み”っ

て大きいなと感じました。 

でも，小さい地区だからこ

そ先生方とつながり，子ども

のために尽くせることって

共通認識をしやすいと思う

ので，この会を通して大きな

波動を起こしていければな

と考えています。 

先生方の研究推進計画や

研究だよりをじっくり読ま

せていただきます。 

 
［木曽町立福島小学校 研究主任］ 

池内 周己 先生 

 

「一帯一学」の 根ざし処 
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